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旭市産業まつり2019
秋晴れの下、多くの人で賑わった秋の祭典。
今年はあさピーのふわふわドームに子ども達は大喜び。
将来は警察官！？ 白バイと一緒に「はい、ポーズ！」

平成30年度決算

議会が厳しくチェック！



地方交付税
88億7807万円
28.9％

市税
75億8954万円
24.7％

民生費
87億4412万円
30.1％

総務費
52億4879万円
18.1％

衛生費
41億3533万円
14.3％

公債費
28億8122万円
9.9％

教育費
23億949万円
8.0％

土木費
21億9005万円
7.5％

農林水産業費
16億4053万円
5.7％

消防費
12億1454万円
4.2％

その他
6億5182万円
2.2％

国庫支出金
26億7953万円
8.7％

県支出金
26億6228万円
8.6％

市債
36億1540万円
11.8％

地方消費税交付金
12億3662万円
4.0％

諸収入
10億421万円
3.3％

繰越金
8億9313万円
2.9％

その他
21億7312万円
7.1％

歳出

歳入

歳出　290億1589万円

歳入　307億3190万円一般会計

各会計別の決算

　平成30年度一般会計決算は、歳入307億3190万円、歳出290億1589万円で、歳入
歳出差引額17億1601万円から、翌年度に繰り越すべき財源６億4615万円を控除した
実質収支額は10億6986万円となりました。

会　計　名 歳入（収入） 歳出（支出）
一　般　会　計 307億3190万円 290億1589万円

特
別
会
計

病院事業債管理 32億8752万円 32億8752万円

国民健康保険事業
(事業勘定) 84億9914万円 80億9120万円
(施設勘定) 7921万円 7062万円

後期高齢者医療 6億1337万円 6億176万円
介護保険事業 50億9115万円 49億3457万円
下水道事業 5億9831万円 5億3721万円
農業集落排水事業 1億1952万円 1億1577万円

企業
会計 水　道　事　業

収益的収支 15億9759万円 13億9710万円
資本的収支 1億812万円 1億7727万円

自治体の規模や財政
力に応じて国から交
付されたお金です。

子育て支援や
福祉に使った
お金です。

借金の返済に使った
お金です。

特定の事業に対して
国から交付されたお
金です。

一
般
会
計
歳
出

２
９
０
億
１
５
８
９
万
円
を
認
定

平
成
30
年
度
決
算

前
年
度
比
１
・
１
％
減
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●銚子市　 2億1433万円
●匝瑳市　30億6530万円
●香取市　65億5449万円

財政調整基金の推移

市債の推移

［参考］近隣市の状況は？

財政調整基金とは
　財源に余裕がある年に積み立て、不足する年に取り崩す
ことで財源を調整し、計画的な財政運営を行うための貯金。
　合併による地方交付税の特例、行財政改革による経費の
削減などにより年々増加している。

　市ではお金を借りようとする際「実質公債費比率」や「将
来負担比率」が高くならないよう、地方交付税算入(国が借
金返済額の一定額を交付税で配慮する)のある有利な地方
債を選んで借りています。
　そのため、30年度で市債現在高は282億4281万円です
が、地方交付税算入見込額249億2338万円を除いた、市の
実質負担額は33億1943万円となり、年々減少しています。

堀江監査委員より「平成30年度各種会計における決算
諸表等は、いずれも法令に準拠して作成されており、
予算の執行については、所期の目的に沿って適正にな
されたものと認める。また、健全化判断比率及び資金
不足比率の審査において、実質公債費比率は前年度か
ら0.3ポイントの改善が図られるなど、いずれの比率
も良好な状態にあり、財政運営が法令等の趣旨に沿っ
て適正になされている」とする決算審査報告がありま
した。

監査委員がチェック

予算執行は適正

ここに注目！

主な３つの財政指標
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平成26年 27年 28年 29年 30年

277億 278億 277億 273億 282億

44億 40億 37億 33億 33億

市債現在高

市の実質負担額

27年 28年 29年 30年26年

62億
4891万

73億
5999万

86億
7772万

94億
8929万

95億
1754万

予算のうち、どのくらいを自前の税収で賄えているかを
表します。この数値が高いほど財源に余裕があるとされ、
数値が1を超えると、普通地方交付税が交付されない不
交付団体となります。
前年度比　0.004増

財政力指数　0.494
財政力は?1

市税などの経常的な収入に対して、人件費や扶助費など
の必ず支払わなければならない経費の割合。この数値が
高いほど財政が硬直化し、自由度が少ないことを表しま
す。
前年度比　0.9ポイント増

経常収支比率　89.7%
弾力性は?2

収入に対する借金返済額の割合。数値が大きいほど借金
返済の負担が大きく、他の事業に充てる財源を圧迫する
ことになります。この数値が25％を超えるとイエロー
カード、35％を超えるとレッドカードです。
前年度比　0.3ポイント減

実質公債費比率　8.2%
借金の返済は大丈夫？3
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敬
老
大
会
の
参
加
率
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
考
え
は

問
会
場
ご
と
の
参
加
者
数
を
、
今
年
と
昨
年

を
比
較
し
て
伺
う
。
ま
た
全
体
の
参
加
率

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答
東
総
文
化
会
館
の
今
年
の
参
加
者
数
は

５
５
４
名
、
昨
年
は
８
０
９
名
で
２
５

５
名
の
減
。
海
上
公
民
館
の
今
年
の
参
加
者
数

は
２
４
５
名
、
昨
年
は
２
８
７
名
で
４
７
名
の

減
。
飯
岡
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
の
今
年
の
参

加
者
数
は
２
４
９
名
、
昨
年
は
２
８
７
名
で
38

名
の
減
。

　

今
年
の
参
加
率
は
約
７
・
３
％
、
昨
年
は

９
・
７
％
で
約
２
・
４
ポ
イ
ン
ト
の
減
。
台
風

の
影
響
と
雨
に
よ
り
、
昨
年
よ
り
は
参
加
者
が

少
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
全
体
で
１
０
０

０
名
以
上
の
参
加
が
あ
っ
た
。

問
70
歳
以
上
の
方
が
１
万
４
千
人
程
度
い

る
中
で
、
参
加
率
が
１
割
以
下
と
な
っ

て
い
る
。
毎
年
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
い
て
は
、

な
か
な
か
人
を
集
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思

う
が
、
何
か
考
え
は
あ
る
か
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
実
施
し
て
お
り
、

年
に
１
度
の
敬
老
大
会
の
中
身
を
充
実

さ
せ
よ
う
と
検
討
し
て
い
る
。
例
え
ば
ペ
ア

シ
ー
ト
を
作
っ
た
り
、
詐
欺
の
注
意
喚
起
を
含

め
た
寸
劇
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
な
い
か
、
考

え
と
し
て
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
幅
広
い
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
予
算
を
掛
け
ず
に
工
夫
し
て

い
き
た
い
。

民
間
保
育
士
の
賃
金
改
善
を

問
民
間
の
保
育
士
の
方
か
ら
は
、
給
料
が
安

い
と
い
う
話
を
聞
く
が
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
公
立
の
保
育
士
と
民
間
の
保
育
士
の
賃

金
格
差
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。
し
か
し
、
保

育
士
処
遇
改
善
事
業
を
開
始
し
て
か
ら
ま
だ
２

年
だ
が
、
徐
々
に
改
善
は
さ
れ
て
き
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

問
本
市
に
待
機
児
童
は
い
な
い
と
い
う
こ

と
だ
が
、
市
の
保
育
所
で
希
望
す
る
と

こ
ろ
に
入
れ
な
い
と
い
う
声
も
聞
く
が
、
ど
の

よ
う
に
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

答
保
育
所
は
学
校
と
違
っ
て
通
学
区
域
が
な

い
た
め
、
市
全
体
の
定
員
と
し
て
考
え
る

と
待
機
児
童
は
い
な
い
。
保
育
所
に
よ
っ
て
は

定
員
を
超
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
そ

の
場
合
は
近
隣
の
保
育
所
を
紹
介
し
て
い
る
。

空
き
家
対
策
は

進
ん
で
い
る
の
か

問
今
回
の
調
査
に
よ
り
、
空
き
家
の
可
能
性

が
高
い
物
件
が
１
１
２
９
件
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
今
後
の
予
定
は
。

答
今
年
度
は
庁
内
で
関
係
各
課
の
連
携
体

制
を
構
築
し
て
い
く
。
そ
し
て
来
年
度
の

決算審査

お金の使い道をチェック
決算審査特別委員会が設置され、平成30年度一般会計決算をはじめとした８議案について、慎重な審査が
行われました。
審査の結果、８議案とも全員賛成で認定及び可決するものと決して本会議に報告されました。
審査の項目は多岐にわたりましたので、その一部として主な審査内容を紹介します。

いいおか保育所の子どもたちによる遊戯

30年度に改築工事を行ったいいおか幼稚園
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４
月
く
ら
い
に
対
策
協
議
会
を
設
置
し
て
、
４

月
か
ら
６
月
の
間
に
対
策
計
画
の
策
定
を
考
え

て
い
る
。
そ
の
後
は
計
画
に
沿
っ
た
対
策
を
進

め
て
い
く
。

災
害
時
の
消
防
団
員
報
酬
に
は

特
別
の
配
慮
を

問
今
回
の
台
風
15
号
で
は
、
倒
木
の
処
理

な
ど
、
消
防
団
員
の
方
に
は
大
変
助
け

て
い
た
だ
い
た
が
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
倒
木
を

切
っ
た
り
、
移
動
し
た
り
と
危
険
を
伴
う
作
業

も
あ
る
。
災
害
時
の
報
酬
に
は
特
別
の
配
慮
を

お
願
い
し
た
い
。

答
現
在
、
団
員
が
出
動
す
る
に
当
た
り
、

火
災
や
そ
の
他
災
害
の
た
め
に
出
動
し

た
と
き
の
手
当
て
は
、
部
に
対
し
て
１
回
６
千

円
。
そ
れ
と
は
別
に
警
戒
ま
た
は
訓
練
の
た
め

に
出
動
し
た
と
き
は
、
一
人
に
対
し
て
１
回
１

千
円
の
手
当
て
を
支
給
し
て
い
る
。
現
状
は
火

災
な
ど
と
同
じ
手
当
て
を
支
給
し
て
い
る
が
、

今
後
に
関
し
て
は
検
討
す
る
。

問
地
元
の
消
防
団
だ
け
で
は
手
に
負
え
な

い
よ
う
な
場
合
、
他
の
地
区
の
消
防
団

が
応
援
に
来
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た

と
き
の
手
当
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
実
際
に
活
動
す
れ
ば
６
千
円
の
手
当
て

に
な
る
が
、
火
災
が
鎮
火
し
た
後
で
あ

れ
ば
、
出
動
の
手
当
て
と
し
て
１
千
円
を
支
給

し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
貯
水
槽
と
の

違
い
は

問
耐
震
性
貯
水
槽（
地
上
型
）と
は
、
こ
れ

ま
で
の
貯
水
槽
と
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
の
か
。
ま
た
設
置
場
所
は
。

答
こ
れ
ま
で
は
地
下
に
埋
設
し
て
い
た
も

の
を
地
上
に
設
置
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
防

火
水
槽
を
解
体
撤
去
す
る
際
に
そ
の
ま
ま
移
動

で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

　
設
置
場
所
は
干
潟
地
域
入
野
地
区
の
中
３
区

の
青
年
館
敷
地
内
。

40トンの水を貯水可能

市内に住む70歳以上の方を対象に、東総文化会館、海上
公民館、いいおかユートピアセンターの３会場で開催。さ
まざまな団体が芸能発表などで健康と長寿を祝福する。

敬老大会開催事業　223万円

民間保育施設等に勤務する常勤保育士等の処置改善を図る
ため、保育士一人当たり月額２万円を民間保育施設等９施
設へ助成。
対象者数　141名

保育士処遇改善事業　3228万円

空き家等が地域住民の生活環境に深刻な影響を及ぼしてい
る実態を受け、市内にある空き家等の実態を把握するため
に調査を実施。

空き家対策推進事業　896万円

消防団活動に必要な消防団員の報酬の支給及び費用弁償の
支払いを行う。
一般団員　715名
本部役員　 54名

消防団活動費　3646万円

耐震性貯水槽を設置したことにより、大規模地震等の災害
発生時に有効な水利が確保され、消防力の強化が図られる。

防火水槽設置工事　544万円

質問があった
事業を紹介

PICK
UP!

決
算
審
査

特
別
委
員
会
の
構
成

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
は
、
各
常

任
委
員
会
か
ら
３
名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
９

名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
長

木
内
　
欽
市（
文
教
福
祉
）

副
委
員
長

伊
藤
　
房
代（
文
教
福
祉
）

委
員

飯
嶋
　
正
利（
文
教
福
祉
）

髙
木
　
　
寛（
建
設
経
済
）

宮
内
　
　
保（
建
設
経
済
）

米
本
弥
一
郎（
総
　
　
務
）

遠
藤
　
保
明（
総
　
　
務
）

平
山
　
清
海（
建
設
経
済
）

桐
　
文
夫（
総
　
　
務
）

平成30年度決算
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問
い
い
お
か
幼
稚
園
改
築
事
業
に

つ
い
て
、
子
ど
も
の
数
が
著
し

く
減
少
し
て
い
る
状
況
で
、
な
ぜ
大

規
模
増
改
築
で
定
員
を
増
や
し
、
床

面
積
を
大
幅
に
増
や
す
の
か
、
予
算

審
議
の
時
に
も
疑
問
が
残
る
事
業
で

あ
っ
た
。

　
現
在
の
定
員
、
入
所
者
数
、
一
人

当
た
り
の
延
べ
床
面
積
を
、
本
市
の

類
似
施
設
と
比
較
し
て
伺
う
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
い
い
お
か
幼
稚
園
は
、
利
用
定

員
が
75
名
、
入
所
者
数
58
名
で

入
所
率
77
％
、
一
人
当
た
り
の
面
積

が
13
・
６
平
方
メ
ー
ト
ル
。　
　

　
こ
ひ
つ
じ
幼
稚
園
は
、
利
用
定
員

が
３
０
０
名
、
入
所
者
数
３
１
６
名

で
入
所
率
１
０
５
％
、
一
人
当
た
り

の
面
積
が
５
・
４
平
方
メ
ー
ト
ル
。

　
う
な
か
み
幼
稚
園
は
利
用
定
員
が

１
０
０
名
、
入
所
者
数
が
68
名
で
入

所
率
68
％
、
一
人
当
た
り
の
面
積
が

７
・
６
平
方
メ
ー
ト
ル
。

問
実
質
収
支
額
が
10
億
６
９
８
６

万
円
と
大
き
な
繰
越
額
だ
が
、

市
民
の
要
望
や
必
要
な
事
業
を
先
送

り
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
実
質
収
支
額
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
が
あ
っ
て
の
、
１
年
間
の
財

政
運
営
の
結
果
で
あ
り
、
必
要
な
事

業
や
市
民
か
ら
の
要
望
を
先
送
り
し

た
結
果
で
は
な
い
。

決
算

（
議
案
第
１
号
）

▼
一
般
会
計

問
出
産
祝
金
支
給
事
業
に
つ
い
て
、

30
年
度
は
２
１
５
名
に
対
し
、

２
９
３
０
万
円
を
支
給
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
そ
の
効
果
は
ど
う
か
。

（

桐
文
夫
議
員
）

答
旭
市
独
自
の
事
業
と
し
て
、
第

２
子
の
出
産
に
10
万
円
、
第
3

子
以
上
に
20
万
円
の
祝
金
を
支
給
し

て
お
り
、
支
給
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

今
後
も
続
け
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

声
が
多
く
あ
る
。

　
主
な
議
案
に
関
す
る
質
疑

第
３
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
４
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
27
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
平
成
30
年
度
各
会
計
決
算
や
、
令
和
元
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、

財
産
の
取
得
、
工
事
委
託
協
定
の
締
結
、
人
事
案
件
な
ど
22
議
案
が
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
・
同
意
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
日
に
予
定
し
て
い
た
議
案
質
疑
は
、
台
風
15
号
の
影
響
に
よ
り
、
10
日
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
日
・
12
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
９
名
の
議
員
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
わ
た
る
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年　
第
３
回
定
例
会　
議
案
審
議

三
川
蛇
園
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
委
託
協
定

18
億
８
８
６
６
万
円
を
可
決
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め
、
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
市
民
が
多
か
っ
た
と
の
こ
と
。
こ

の
よ
う
な
実
情
を
市
長
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
昨
年
は
64
件
、
今
年
は
86
件
の

申
請
が
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も

要
望
が
多
く
あ
る
と
思
う
の
で
、
今

年
の
実
績
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
来
年

度
の
予
算
計
上
を
し
て
い
き
た
い
。

問
沖
縄
交
流
事
業
に
つ
い
て
、
市

内
小
学
生
が
沖
縄
県
中
城
村
に

訪
問
し
、
児
童
と
の
交
流
や
史
跡
な

ど
を
見
学
す
る
も
の
で
あ
り
、
30
年

度
は
共
和
小
、
三
川
小
、
飯
岡
小
の

５
年
生
か
ら
選
ば
れ
た
20
名
が
参
加

し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
参
加
校
と
参

加
者
の
選
出
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
希
望
者
数
は
把

握
し
て
い
る
の
か
。（

髙
橋
利
彦
議
員
）

答
参
加
校
は
中
学
校
区
を
基
本
に
、

小
学
校
３
校
ず
つ
５
つ
の
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、
５
年
に
１
回
参
加

対
象
校
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
参
加
者
の
選
出
は
、
多
く
の
学
校

で
は
希
望
者
本
人
の
作
文
と
、
校
長

な
ど
に
よ
る
面
接
で
決
定
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
希
望
者
数
は
把
握
し
て

い
な
い
。

問
海
上
キ
ャ
ン
プ
場
運
営
事
業
に

つ
い
て
、
30
年
度
の
利
用
者
数

問
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
30

年
度
の
実
績
は
約
４
８
０
０
万

円
と
の
こ
と
だ
が
、
県
内
に
は
１
億

円
を
超
え
る
市
町
村
が
数
多
く
あ
る

中
、
な
ぜ
本
市
は
少
な
い
の
か
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
一
番
の
点
は
、
魅
力
あ
る
返
礼

品
が
準
備
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
で
、
例
え
ば
銚
子
市
で
は
、
魚
関

係
の
返
礼
品
が
充
実
し
て
い
る
た
め
、

１
億
８
千
万
円
ほ
ど
集
め
て
い
る
。

今
後
も
多
く
の
方
の
目
に
触
れ
る
よ

う
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と
も
に
、
返

礼
品
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問
公
園
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
文
化
の
杜
公
園

に
２
か
所
、
袋
公
園
に
１
か
所
、
袋

東
公
園
に
１
か
所
設
置
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
年
々
い
ろ
ん
な
事
故
が
多

く
な
っ
て
い
る
中
で
、
今
後
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

は
市
民
が
１
４
８
４
名
、
市
外
の
人

が
２
４
５
９
名
と
の
こ
と
だ
が
、
市

民
に
多
く
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

今
後
ど
う
す
る
の
か
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
昨
年
ま
で
は
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
実

習
棟
の
整
備
、
今
年
度
は
炊
事

棟
の
改
修
な
ど
を
進
め
て
お
り
、
市

民
の
利
用
形
態
に
合
わ
せ
て
徐
々
に

整
備
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
利
用

増
進
に
つ
な
げ
る
た
め
の
検
討
を
し

て
い
く
。

問
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ

ン
プ
地
誘
致
事
業
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
に
よ
り
、

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
日
本
卓
球
協

会
強
化
本
部
長
の
宮
﨑
義
仁
さ
ん
な

ど
に
よ
る
卓
球
指
導
会
・
体
験
会
を

開
催
、
ま
た
卓
球
の
副
審
判
台
８
台

を
購
入
、
卓
球
台
８
台
の
天
板
を
交

換
。財

産
の
取
得（

議
案
第
20
号
）

▼
高
規
格
救
急
自
動
車　
１
台

問
今
回
の
入
札
に
関
し
て
、
応
札

が
あ
っ
た
の
は
１
者
だ
け
と
の

こ
と
だ
が
、
入
札
本
来
の
目
的
で
あ

る
競
争
性
を
考
え
る
と
疑
問
が
残
る
。

し
っ
か
り
と
競
争
性
を
持
た
せ
る
方

策
を
つ
く
り
、
実
施
し
た
ほ
う
が
よ

い
の
で
は
。

　
（
林
晴
道
議
員
）

答
本
案
件
に
つ
い
て
は
、
車
両
の

特
殊
性
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

応
札
が
１
者
だ
け
だ
っ
た
が
、
入
札

答
今
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
の
森
公
園
、

海
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
公
園
、

三
川
ふ
れ
あ
い
公
園
な
ど
に
、
計
５

台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
予
定
。

問
九
十
九
里
観
光
サ
ー
フ
ィ
ン
グ

カ
ッ
プ
補
助
金
50
万
円
は
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
減
少
し
た
観

光
客
を
呼
び
戻
す
た
め
、
サ
ー
フ

シ
ョ
ッ
プ
11
社
が
共
同
で
始
め
た

サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
へ
の
補
助
金
だ
が
、

こ
の
事
業
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
昨
年
は
参
加
者
が
２
３
０
名
以

上
、
入
込
客
が
約
８
０
０
名
。

参
加
者
は
北
は
北
海
道
か
ら
、
南
は

宮
崎
県
ま
で
、
全
国
か
ら
来
て
お
り
、

本
市
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
る
。

問
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
に
つ

い
て
、
か
な
り
人
気
の
あ
る
事

業
で
、
今
年
は
予
算
額
に
達
し
た
た

30年度返礼品申込件数１位の旭産梨

全国のトップ選手による熱戦が繰り広げられた

自然に囲まれ非日常を体験できる海上キャンプ場

ラケットを手に指導をする宮﨑強化本部長
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に
お
い
て
競
争
性
の
確
保
は
非
常
に

大
切
と
考
え
る
の
で
、
今
後
多
く
の

業
者
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

を
考
え
て
い
き
た
い
。

工
事
委
託
協
定
の
締
結

（
議
案
第
21
号
）

▼
三
川
蛇
園
線
ト
ン
ネ
ル
工
事

鉄
道
と
の
交
差
部
に
お
け
る
道
路
横

断
部
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
及
び
鉄
道
施

設
の
設
備
工
事
を
委
託

相
手
方　
Ｊ
Ｒ
東
日
本

協
定
金
額　
18
億
８
８
６
６
万
円

工
事
期
間　
令
和
６
年
１
月
ま
で

問
三
川
蛇
園
線
事
業
は
当
初
の
事

業
年
度
、
事
業
費
か
ら
大
き
く

３
回
変
わ
っ
て
い
る
が
、
変
わ
っ
た

内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
伺
う
。

（
木
内
欽
市
議
員
）

答
当
初
は
平
成
21
年
度
か
ら
平
成

26
年
度
ま
で
の
事
業
計
画
で
、

全
体
事
業
費
が
15
億
４
３
３
１
万
円
。

平
成
27
年
に
事
業
期
間
が
平
成
31
年

度
に
延
長
さ
れ
、
そ
の
時
点
の
全
体

事
業
費
は
25
億
５
９
４
０
万
円
。
そ

し
て
今
回
事
業
期
間
が
令
和
６
年
度

に
延
長
さ
れ
、
全
体
事
業
費
は
34
億

４
１
８
１
万
円
と
な
っ
た
。

問
当
初
は
ト
ン
ネ
ル
工
事
費
が
５

億
円
と
聞
か
さ
れ
て
い
て
、
そ

れ
で
も
高
す
ぎ
る
と
反
対
し
て
い
た

が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
金
額
が
上

が
り
、
事
業
期
間
が
延
び
た
の
か
。

（
木
内
欽
市
議
員
）

答
当
初
は
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
見
積

も
り
を
Ｊ
Ｒ
以
外
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
に
依
頼
し
て
、
５
億
円

と
い
う
金
額
だ
っ
た
が
、
改
め
て
Ｊ

Ｒ
に
設
計
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
こ

の
金
額
に
な
っ
た
。
事
業
期
間
が
延

び
て
い
る
理
由
は
、
用
地
買
収
の
関

係
で
計
画
通
り
進
ん
で
な
い
た
め
。

問
こ
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
Ｊ
Ｒ
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
の
に
、
当

初
な
ぜ
民
間
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
に
見
積
も
り
を
依
頼
し
た
の
か
。

ま
る
っ
き
り
無
駄
金
で
は
な
い
の
か
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
当
初
こ
の
事
業
採
択
に
向
け
て
、

県
に
交
付
金
な
ど
の
申
請
を
出

す
と
き
に
、
事
業
費
の
概
算
を
出
す

た
め
に
民
間
に
依
頼
し
た
。

トンネル工事予定箇所

用地確保してから工事すべき
髙橋利彦議員
　当初計画ではトンネルの工事費が５億円でしたが、そ
れが10年足らずの間に約19億円と４倍の工事費にはね上
がっています。執行部からは明確な説明がなく、本議案
の提出者である明智市長は全く説明もしない中で、採決
を行い、最終的には議会に責任を押しつけるものです。
　地域の一部住民は、トンネルもないよりはあったほう
がいいと言いますが、議員は将来的な財政状況や費用対
効果なども総合的に考えて、大所高所から判断する必要
があります。
　また、地権者の同意を得られていないのにもかかわら
ず、トンネル工事を進める理由を、市では交渉の限界、
地権者の同意を待っていたら事業が進まないとの考えで
すが、これでは強引にトンネル工事を進めて、地権者に
圧力をかけ、地域の方に地権者をさらし者にして追い込
むものであり、甚だ疑問です。
　事業期間が少し遅れても問題はないので、地権者の理
解を得て、用地を確保してから工事を行うべきと考え、
反対します。

計画通りのルートで早期開通を望む
島田和雄議員
　飯岡海上連絡道三川蛇園線は、旧飯岡町と旧海上町を
南北に結ぶ連絡道路であり、産業振興と地域間交流促進
路線として位置づけされている重要な路線です。
　道路建設に当たっては、合併特例債を使用するため、
今回のJRとの契約も18.8億円と多額だが、本市の負担は
約３億円です。
　路線については、当初、蛇園大坂を登るルートだったが、
現在のトンネルを抜いて、海上支所に通じる路線への変
更が、平成22年の３月定例会で承認されており、これに
沿って用地買収もほぼ終了しています。地元でもこの路
線で工事が進むものと皆思っており、地元蛇園区からは
早期開通の要望をされているところです。
　当初計画より予算が増加したことは、地元としても心
苦しいところだが、新たに道路を造るに際して、交通利
便性の向上、人や車が通る際の安全性の確保を図ること
が大切であり、そのためにも計画通りのルートが最も適
切なものと考え、賛成します。

討 論 三川蛇園線トンネル工事について

賛成

私はこう考える！

反対
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議
案
第
21
号

工
事
委
託
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

（
総
武
本
線
飯
岡
・
倉
橋
間
蛇
園
こ
道
橋
新
設
他
工
事
）

問
地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
大
き
な
金

額
を
か
け
て
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
行
う
た
め
の
議

案
を
上
程
す
る
の
か
。

答
当
初
、
令
和
５
年
度
ま
で
の
開
通
を
目
指
し
、
警

察
署
・
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
行
い
、
線
形
が
整
っ
た
こ

と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
正
式
な
見
積
も
り
を
得
て
金

額
が
決
定
し
た
。
今
後
工
事
を
先
に
延
ば
す
に
し

て
も
事
業
費
が
膨
ら
む
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
現
在

の
最
適
な
ル
ー
ト
で
事
業
費
が
固
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
回
上
程
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
事

業
は
進
め
て
、
同
意
を
得
ら
れ
て
い
な
い
地
権
者

と
は
粘
り
強
く
交
渉
を
続
け
て
い
き
た
い
。

審
査
結
果

　
委
員
会
付
託
の
３
議
案
に
つ
い
て
、
議
案
第
21
号
は
賛

成
多
数
で
、
そ
の
他
の
議
案
は
全
員
賛
成
で
そ
れ
ぞ
れ
原

案
の
と
お
り
可
決

議
案
第
９
号

令
和
元
年
度
旭
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
議
決
に
つ
い
て

の
う
ち
本
委
員
会
所
管
事
項
に
つ
い
て

問
障
害
者
福
祉
事
務
費
の
電
算
業
務
委
託
料
に
つ
い

て
、
委
託
内
容
は
。

答
児
童
発
達
支
援
な
ど
の
特
定
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、

利
用
者
負
担
が
無
償
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
対
象

者
の
支
給
決
定
管
理
シ
ス
テ
ム
や
給
付
費
の
管
理

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
改
修
し
、
無
償
化
と
な
る
対
象

者
を
確
認
す
る
項
目
な
ど
を
追
加
す
る
。

審
査
結
果

　
委
員
会
付
託
の
５
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決

議
案
第
９
号

令
和
元
年
度
旭
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
議
決
に
つ
い
て

の
う
ち
本
委
員
会
所
管
事
項
に
つ
い
て

問
電
算
シ
ス
テ
ム
運
用
事
業
の
増
額
に
つ
い
て
、
事

業
内
容
と
、
こ
の
時
期
に
補
正
を
行
う
理
由
は
。

答
事
業
内
容
は
、
制
度
改
正
に
伴
う
国
民
年
金
シ
ス

テ
ム
と
、
国
民
健
康
保
険
シ
ス
テ
ム
の
改
修
。

　
　
　
ま
た
、
国
民
年
金
シ
ス
テ
ム
の
産
前
産
後
免
除
に

係
る
法
改
正
で
、
４
月
か
ら
届
出
書
な
ど
を
電
子

媒
体
化
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
へ

き
て
改
修
の
め
ど
が
つ
い
た
た
め
、
今
回
改
修
費

用
を
計
上
し
た
。

審
査
結
果

　
委
員
会
付
託
の
７
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決

常
任
委
員
会
の
審
査
議
案
や
請
願
・
陳
情
を
分
野
別
に
各
委
員
会
に
振
り
分
け
、
専
門
的
に
審
査
を
し
ま
す
。

審
査
後
は
賛
成
・
反
対
を
決
め
、
本
会
議
で
報
告
し
ま
す
。

農業集落排水処理施設・江ケ崎地区
クリーンセンターを視察

審査の様子

急傾斜地崩壊対策工事箇所（岩井）を視察

建設経済常任委員会
9月20日㈮ 午前10時〜

３議案の審査

文教福祉常任委員会
9月24日㈫　午前10時〜

５議案の審査

総務常任委員会
9月25日㈬　午前10時〜

７議案の審査
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○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　退＝退席　議＝議長　※議長は採決に加わりません。

令和元年第３回定例会 審議結果一覧

議
案
番
号

件　
　
名

議
決
結
果

1 2 3 4 6 8 9 10 11 12 13 15 16 17 18 19 20

桐　
文
夫

平
山　
清
海

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

米
本
弥
一
郎

宮
内　
　
保

髙
木　
　
寛

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
　
保

島
田　
和
雄

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

佐
久
間
茂
樹

髙
橋　
利
彦

 市　長　提　出　議　案
1 平成30年度旭市一般会計決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

2 平成30年度旭市病院事業債管理特別会計決算の認定に
ついて 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

3 平成30年度旭市国民健康保険事業特別会計決算の認定
について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

4 平成30年度旭市後期高齢者医療特別会計決算の認定に
ついて 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

5 平成30年度旭市介護保険事業特別会計決算の認定につ
いて 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

6 平成30年度旭市下水道事業特別会計決算の認定につい
て 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

7 平成30年度旭市農業集落排水事業特別会計決算の認定
について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

8 平成30年度旭市水道事業会計剰余金の処分及び決算の
認定について

可決
認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

9 令和元年度旭市一般会計補正予算の議決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

10 令和元年度旭市農業集落排水事業特別会計補正予算の議
決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

11 滝のさと自然公園の設置及び管理に関する条例の制定に
ついて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

12

旭市行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定
個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

13 旭市使用料及び手数料に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

14 旭市子どものための教育・保育給付に関する利用者負担
額を定める条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

15
旭市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定
について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

16 旭市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇
17 旭市消防団条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇
18 旭市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

19 財産の取得について
（水槽付き消防ポンプ車　１台） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

20 財産の取得について
（高規格救急自動車　１台） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

21 工事委託協定の締結について
（総武本線飯岡・倉橋間蛇園こ道橋新設他工事） 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 × 〇 ×

22 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることにつ
いて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 欠 〇 〇 〇
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都
市
計
画
税
を
休
止
し
て
は

問
旧
旭
市
地
区
の
み
に
課
税
さ
れ

て
い
る
都
市
計
画
税
だ
が
、
合

併
後
14
年
間
で
合
計
約
35
億
円
が
旧
旭

市
民
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
何
に
充
て
た
の
か
。

答
都
市
計
画
道
路
整
備
や
都
市
公

園
整
備
、
下
水
道
会
計
へ
の
繰

出
金
、
都
市
計
画
事
業
に
係
る
起
債
の

元
利
償
還
金
に
充
て
た
。

問
合
併
後
１
ミ
リ
も
動
い
て
い
な

い
都
市
計
画
の
問
題
だ
が
、
今

後
の
予
定
は
。

答
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

方
針
を
踏
ま
え
、
旧
旭
市
地
区

の
み
に
設
定
さ
れ
て
い
る
都
市
計
画
区

域
を
市
全
体
に
拡
大
す
る
た
め
、
引
き

続
き
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
を
進
め

て
い
く
。

問
都
市
計
画
を
旧
３
町
に
も
広
げ

る
の
は
い
い
と
思
う
が
、
課
税

す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
と
考
え
る
。

今
後
都
市
計
画
を
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
間
、
旧
旭
市
の
都
市
計
画
税
を
止

め
ら
れ
な
い
か
。

答
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
が
都
市
計

画
に
つ
い
て
議
論
し
、
こ
う
い

う
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
頑
張
っ
て
き

た
中
で
、
こ
こ
で
休
止
と
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
ま
た
、
償
還
金
も
ま
だ

ま
だ
残
っ
て
い
る
た
め
、
旧
旭
市
の
皆

さ
ん
に
は
改
め
て
お
願
い
し
た
い
。

問
本
市
で
は
旧
３
町
の
住
民
に
対

す
る
説
明
会
を
何
度
も
行
っ
て

い
る
が
、
隣
の
香
取
市
で
は
都
市
計
画

区
域
外
だ
っ
た
山
田
、
栗
源
地
域
を
都

市
計
画
区
域
に
指
定
す
る
の
に
、
１
０

０
名
程
度
の
説
明
会
だ
け
で
、
５
年
で

実
現
し
た
。
ど
こ
ま
で
住
民
の
理
解
を

得
た
ら
先
に
進
め
る
の
か
。

答
ど
れ
く
ら
い
と
い
う
数
学
的
な

も
の
は
な
い
が
、
今
後
都
市
計

画
に
つ
い
て
の
理
解
度
や
要
望
を
調
査
、

把
握
し
て
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
道
路
標
示
に
つ
い
て

◦
園
芸
生
産
強
化
支
援
事
業
に
つ
い
て

一般質問とは、本会議で議員が行う市政全般に関する質問です。旭市のさまざまな課題など
について、市の考えを聞き、説明を求めます。主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。

第３回定例会 一般質問
市政を問う！

飯嶋 正利
議員

都市計画道路「旭駅前線」
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広
原
排
水
対
策
は
ど
う
な
っ
た

問
昨
年
12
月
議
会
で
、
広
原
４
区

の
区
長
名
で
提
出
さ
れ
た
陳
情

が
可
決
さ
れ
、
旭
市
議
会
か
ら
森
田
県

知
事
に
広
原
排
水
対
策
を
求
め
る
意
見

書
が
送
付
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
県
の

対
応
を
伺
う
。

答
県
海
匝
土
木
事
務
所
と
市
建
設

課
で
、
県
道
飯
岡
停
車
場
線
を

は
じ
め
、
飯
岡
バ
イ
パ
ス
交
差
点
の
冠

水
箇
所
へ
立
ち
会
い
、
状
況
確
認
を

行
っ
た
。
今
年
度
は
飯
岡
バ
イ
パ
ス
を

横
断
す
る
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
清

掃
と
、
流
域
調
査
を
実
施
す
る
予
定
と

聞
い
て
い
る
。

問
流
域
調
査
と
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。
ま
た
今
後
の

事
業
計
画
は
。

答
冠
水
原
因
と
排
水
施
設
の
問
題

点
を
洗
い
出
し
、
排
水
施
設
の

断
面
や
勾
配
、
最
適
流
末
の
選
定
や
流

末
条
件
な
ど
を
把
握
、
整
理
し
、
最
大

限
に
排
水
効
果
の
発
揮
で
き
る
方
法
の

選
定
を
行
う
。
次
年
度
以
降
は
、
排
水

施
設
整
備
に
つ
い
て
、
工
事
着
手
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
。

稲
作
農
家
と
畜
産
農
家
の
連
携
を

問
飼
料
用
米
と
W
C
S（
ホ
ー
ル

ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
）の
作

付
け
に
つ
い
て
、
砂
地
の
水
田
に
畜
産

堆
肥
を
投
入
す
る
と
効
果
が
あ
り
、
増

収
が
期
待
で
き
る
。
し
か
し
、
本
市
に

は
大
量
の
堆
肥
が
あ
る
が
、
畜
産
農
家

と
稲
作
農
家
の
双
方
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が

で
き
て
お
ら
ず
、
実
際
に
堆
肥
が
散
布

さ
れ
て
い
る
の
は
１
割
以
下
し
か
な
い
。

循
環
す
る
農
業
を
確
立
す
る
た
め
、
い

い
解
決
策
は
な
い
か
。

答
飼
料
用
米
な
ど
生
産
拡
大
、
コ

ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
よ
う
、

稲
作
農
家
と
畜
産
農
家
を
結
び
つ
け
、

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
合
併
後
の
旭
市
財
政
を
振
り
返
る

◦
一
本
算
定
で
収
支
均
衡
が
図
れ
る
か

◦
琴
田
地
区
排
水
に
つ
い
て

新
入
札
制
度
の
結
果
を
ど
う
思
う
か

問
本
年
４
月
か
ら
入
札
制
度
が
変

更
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
最

低
制
限
価
格
が
上
が
り
、
落
札
価
格
が

大
幅
に
上
が
っ
た
。
行
政
は
最
少
の
経

費
で
、
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
こ

の
結
果
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
今
回
、
情
報
漏
え
い
防
止
な
ど

の
た
め
入
札
制
度
を
変
更
し
た

が
、
落
札
価
格
に
つ
い
て
は
多
少
上
が

る
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
。
こ

の
制
度
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の

で
、
し
ば
ら
く
は
続
け
て
い
く
。

再
任
用
職
員
の
給
与
高
す
ぎ
る

問
職
員
の
再
任
用
に
つ
い
て
は
、

年
金
が
も
ら
え
る
ま
で
の
間
、

週
３
日
勤
務
で
腰
掛
け
的
な
考
え
で

や
っ
て
い
る
が
、
職
員
の
削
減
を
図
っ

て
い
る
中
で
、
効
率
的
な
再
任
用
制
度

に
す
る
べ
き
で
は
。

答
決
し
て
腰
掛
け
だ
と
は
思
っ
て

お
ら
ず
、
本
人
の
今
ま
で
の
職

歴
な
ど
を
勘
案
し
て
、
そ
れ
を
生
か
せ

る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
配
置
し
て
い
る
。

問
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
よ
り
、

再
任
用
を
希
望
す
る
人
は
全
て

雇
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
週
３
日
で
は
ど
う
し

て
も
中
途
半
端
な
仕
事
に
な
っ
て
し
ま

う
と
思
う
が
、
１
日
の
単
価
を
減
ら
し

て
、
週
５
日
の
体
制
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
現
在
は
基
本
的
に
は
週
３
日
だ

が
、
職
種
に
よ
っ
て
は
週
４
日

や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
今
後
週

５
日
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い
。

問
臨
時
職
員
と
再
任
用
職
員
の
給

与
を
時
間
当
た
り
で
比
較
す
る

と
、
臨
時
職
員
の
平
均
時
間
給
は
１
０

９
８
円
、
臨
時
の
保
育
士
は
１
５
３
８

円
、
再
任
用
職
員
は
１
９
９
４
円
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。
再
任
用
職
員
は
臨
時

職
員
の
約
倍
の
給
与
を
も
ら
っ
て
お
り
、

資
格
の
あ
る
保
育
士
よ
り
も
多
い
状
況

だ
が
、
世
間
一
般
に
通
用
す
る
よ
う
な

賃
金
に
す
る
べ
き
で
は
。

答
臨
時
職
員
に
つ
い
て
は
定
型
的

で
単
純
な
仕
事
内
容
の
た
め
、

再
任
用
職
員
と
差
が
つ
い
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
置
か
れ
て
い
る
立
場
に
よ
っ
て
、

適
正
な
額
を
払
っ
て
い
る
と
い
う
認
識

を
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
旭
中
央
病
院
に
つ
い
て

◦
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ

地
の
誘
致
に
つ
い
て

島田 和雄
議員

髙橋 利彦
議員

稲WCS

堆肥

耕畜連携
畜産農家稲作農家
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多
胎
児
の
育
児
支
援
を

問
多
胎
児
育
児
の
大
変
さ
は
周
囲

に
は
理
解
さ
れ
に
く
く
、
負
担

の
重
さ
か
ら
虐
待
の
リ
ス
ク
も
高
ま
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
で
は
多

胎
児
を
持
つ
家
庭
に
対
し
て
の
支
援
は

あ
る
か
。

答
こ
れ
ま
で
の
地
域
に
お
け
る

ニ
ー
ズ
の
状
況
か
ら
、
多
胎
児

に
特
化
し
た
支
援
は
な
い
。

問
先
進
地
で
は
ど
の
よ
う
な
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答
滋
賀
県
大
津
市
で
は
、
誕
生
か

ら
３
歳
前
日
ま
で
、
家
事
や
育

児
、
健
診
な
ど
外
出
を
無
料
で
１
２
０

時
間
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
多
胎
児
家
庭
向

け
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
」
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
東
京
都
荒
川
区

や
佐
賀
県
で
は
、
年
間
限
度
額
を
２
万

円
と
し
た
「
多
胎
児
家
庭
向
け
タ
ク

シ
ー
券
補
助
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

県
内
で
は
、
多
胎
児
家
庭
に
限
っ
て
の

支
援
で
は
な
い
が
、
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

し
て
、
身
の
回
り
の
世
話
や
育
児
の
援

助
を
す
る
事
業
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。

ご
み
の
戸
別
収
集
の
実
施
を

問
高
齢
者
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て
、

前
回
の
一
般
質
問
の
回
答
で
は
、

ご
み
の
戸
別
収
集
は
難
し
い
と
の
回
答

だ
っ
た
が
、
県
内
で
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
あ
る
か
。

答
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
し
て
特

例
的
に
戸
別
収
集
を
実
施
し
て

い
る
市
町
村
は
県
内
に
９
市
あ
る
。

問
全
国
で
も
条
件
を
課
し
て
、
戸

別
収
集
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
結
構
あ
る
が
、
今
後
戸
別
収
集
を
す

る
計
画
は
あ
る
か
。

答
今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
計
画
は

な
い
が
、
国
の
ほ
う
で
も
高
齢

者
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て
、
何
か
施
策

を
し
な
け
れ
ば
と
い
う
状
況
が
あ
る
。

条
件
な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
、
そ
う

い
っ
た
方
向
に
向
か
っ
て
計
画
を
進
め

て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
消
防
に
つ
い
て

急
発
進
防
止
装
置
設
置
に
補
助
を

問
東
京
都
で
は
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る

事
故
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
70
歳
以
上

の
方
が
運
転
す
る
車
に
急
発
進
防
止
装

置
を
つ
け
る
費
用
を
９
割
補
助
し
て
い

る
。
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
若
い
方
か

ら
も
急
発
進
防
止
装
置
を
つ
け
た
い
と

の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
本

市
も
取
り
つ
け
費
用
の
補
助
制
度
を
考

え
て
は
ど
う
か
。

答
確
か
に
こ
の
装
置
は
、
踏
み
間

違
い
事
故
の
防
止
に
効
果
的
だ

と
言
わ
れ
て
お
り
、
茨
城
県
常
陸
太
田

市
で
も
、
設
置
費
用
の
半
分
を
補
助
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
国
で
は
安
全
運
転
支
援
機
能

を
有
す
る
自
動
車
を
前
提
と
し
て
、
高

齢
者
が
運
転
で
き
る
免
許
制
度
の
創
設

や
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間

違
い
を
防
止
す
る
装
置
な
ど
の
性
能
認

定
制
度
を
設
け
る
方
針
と
聞
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、

他
自
治
体
の
情
報
を
収
集
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
研
究
し
て
い
く
。

投
票
所
の
数
を
元
に
戻
し
て
は

問
７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、

旭
市
の
投
票
率
が
39
・
６
％
で
、

県
内
最
低
の
投
票
率
だ
っ
た
が
、
こ
の

原
因
は
投
票
所
を
36
か
所
か
ら
19
か
所

に
減
ら
し
た
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
元

の
投
票
所
の
数
に
戻
せ
な
い
か
。

答
投
票
区
の
再
編
に
つ
い
て
は
、

投
票
所
の
設
備
面
や
場
所
の
分

か
り
や
す
さ
な
ど
に
配
慮
し
、
平
成
28

年
に
実
施
し
た
。
投
票
率
は
投
票
所
が

遠
く
な
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
選
挙
に
対
す
る
有
権

者
の
関
心
度
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
19
の
投
票
所

で
、
市
民
へ
の
啓
発
活
動
を
し
っ
か
り

行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
防
災
に
つ
い
て

伊藤 保
議員

伊藤 房代
議員
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道
路
に
は
み
出
た
樹
木
の
対
応
を

問
道
路
に
は
み
出
た
樹
木
は
、
所

有
者
の
責
任
で
切
る
べ
き
だ
が
、

当
然
費
用
も
か
か
り
、
な
か
な
か
解
決

し
な
い
の
が
現
状
。
何
か
よ
い
解
決
方

法
は
な
い
か
。

答
解
決
に
は
所
有
者
の
協
力
が
最

も
重
要
と
考
え
て
い
る
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
困
難
な
方
に
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
紹
介
、

ま
た
本
年
制
定
し
た
「
旭
市
道
路
環
境

保
全
事
業
補
助
金
」
を
活
用
し
て
、
区

や
自
治
会
に
よ
る
共
同
作
業
も
解
決
の

一
つ
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
県
や
近

隣
の
状
況
の
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

生
涯
活
躍
の
ま
ち
に

リ
ハ
ビ
リ
病
院
は
で
き
る
の
か

問
中
央
病
院
の
隣
に
予
定
さ
れ
て

い
る
生
涯
活
躍
の
ま
ち
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
る
か
、
い
ま

だ
に
よ
く
わ
か
ら
ず
、
い
ろ
ん
な
う
わ

さ
が
流
れ
て
い
る
。
当
初
説
明
に
あ
っ

た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
は
で

き
る
の
か
。

答
香
取
・
海
匝
保
健
医
療
圏
は
病

床
過
剰
地
域
で
、
こ
れ
以
上
の

病
床
の
確
保
が
困
難
な
た
め
、
リ
ハ
ビ

リ
病
院
は
で
き
な
い
。
最
優
秀
提
案
者

か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

モ
ー
ル
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
を
含
め
何
科

が
入
る
か
、
ま
た
複
数
の
診
療
科
に
す

る
か
な
ど
、
中
央
病
院
に
も
協
力
し
て

も
ら
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。

問
計
画
予
定
地
の
地
権
者
と
の
交

渉
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
現
在
、
最
優
秀
提
案
者
が
交
渉

を
進
め
て
お
り
、
だ
い
ぶ
同
意

は
得
て
い
る
状
況
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
行
政
の
均
衡
あ
る
発
展
に
つ
い
て

◦
行
政
の
広
域
化
に
つ
い
て

◦
選
挙
投
票
率
に
つ
い
て

市
民
体
育
祭
に
関
し
て
全
区
長
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
は

問
市
長
の
発
案
に
よ
り
始
ま
っ
た

市
民
体
育
祭
だ
が
、
地
元
区
長

会
で
は
開
催
に
反
対
し
て
お
り
、
毎
年

多
く
の
苦
情
が
あ
る
。
当
初
の
目
的
と

役
割
は
十
分
果
た
し
た
と
思
う
の
で
、

今
年
を
最
後
に
取
り
や
め
て
は
ど
う
か
。

答
区
長
さ
ん
方
に
は
負
担
を
か
け

て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
各
地
区

の
皆
さ
ん
が
交
流
、
友
情
の
輪
を
広
げ

ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

問
こ
の
よ
う
な
運
動
会
は
四
、
五

十
年
前
の
娯
楽
が
少
な
か
っ
た

時
代
に
は
盛
り
上
が
っ
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
今
の
時
代
に
は
即
さ
な
い
と
い

う
こ
と
を
分
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
そ
こ
で
提
案
す
る
が
、
全
区
長
１
５

６
名
に
対
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。
も
し
実
施
し
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
僕
自
身
で
行
う
の
で
、

そ
の
結
果
を
尊
重
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
批
判
も
あ
る
が
、
賛
同
す
る
声

も
多
々
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
実

行
委
員
会
で
き
ち
ん
と
議
論
し
て
も
ら

お
う
と
思
っ
て
い
る
。

市
民
文
化
祭
は
４
地
域
で
開
催
を

問
市
民
文
化
祭
は
、
海
上
、
飯
岡
、

干
潟
、
旭
の
４
地
域
で
、
そ
れ

ぞ
れ
特
色
を
持
ち
、
地
域
密
着
で
開
催

し
て
き
た
。
今
年
は
会
場
を
１
か
所
に

し
て
開
催
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市
民

相
互
の
交
流
や
親
睦
を
目
的
と
す
る
な

ら
ば
、
僕
は
４
地
域
で
、
隔
週
で
開
催

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
。
ま
ず

は
明
智
市
長
が
参
加
団
体
と
直
接
意
見

交
換
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
こ
の
事
業
は
文
化
協
会
が
主
体

で
あ
り
、
１
か
所
で
の
開
催
も

文
化
協
会
の
総
会
の
も
と
に
決
定
し
た

の
で
、
１
、
２
年
そ
の
結
果
を
見
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
水
道
事
業
の
運
営
に
つ
い
て

イオンタウンが代表のグループが提案する「みらいあさひ」

今年はいいおかユートピアセンターで作品展示

林 晴道
議員

木内 欽市
議員

多世代交流ラウンジ（旭市施設）
（行政、コミュニティゾーン）

みらい広場
※イベント開催時のイメージ

介護施設
有料老人ホーム

（旭市施設）
高齢者支援センター

健康増進施設
クリニックモール
Wellness Saloon

居住施設
移住者向け住宅
子育て支援住宅

生活利便施設
スーパーマーケット
ドラッグストア
衣料品、靴

フードホール

各種サービス健康増進施設

さんさん広場
レストラン
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加
齢
性
難
聴
者
の

補
聴
器
購
入
に
助
成
を

問
身
体
障
害
者
の
認
定
を
受
け
た

場
合
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に

よ
っ
て
補
聴
器
購
入
の
助
成
が
あ
る
が
、

高
齢
に
よ
り
難
聴
と
な
っ
た
場
合
に
は

助
成
が
な
い
。
全
国
で
は
自
治
体
に
対

し
て
、
補
聴
器
購
入
へ
の
助
成
を
求
め

る
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
お
り
、
県
内

で
は
浦
安
市
、
船
橋
市
が
助
成
制
度
を

実
施
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
ど
う
思
う
か
。

答
助
成
制
度
を
設
け
て
い
る
自
治

体
は
、
全
国
で
も
10
か
ら
20
余

り
と
い
う
中
で
、
今
後
も
国
や
県
、
近

隣
市
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問
厚
労
省
の
介
護
予
防
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
よ
る
と
、
高
齢
者
の
ひ
き

こ
も
り
要
因
の
一
つ
に
、
聴
力
の
低
下

を
挙
げ
、
そ
の
対
策
を
求
め
て
い
る
。

補
聴
器
が
高
額
な
た
め
に
、
難
聴
者
の

14
・
４
％
し
か
補
聴
器
を
取
り
つ
け
て

い
な
い
、
と
い
う
推
計
も
あ
る
の
で
、

ぜ
ひ
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

答
本
市
に
お
い
て
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
も
の
か
ど
う
か
と
い
う

部
分
に
つ
い
て
も
、
高
齢
者
の
方
か
ら

は
ま
だ
そ
ん
な
に
要
望
が
届
い
て
い
な

い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
部
分
も
し
っ
か

り
把
握
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

子
ど
も
達
に
よ
り
よ
い
教
育
を

問
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で

は
、
旭
市
は
実
施
教
科
の
平
均

正
答
率
で
、
小
・
中
学
校
と
も
千
葉
県

平
均
を
下
回
る
結
果
だ
っ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
教
育
関
係
者
の
皆
さ
ん
で
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
秋
田
県
東
成
瀬
村
を

行
政
視
察
し
て
は
ど
う
か
。

答
教
育
に
対
す
る
施
策
、
指
導
体

制
を
実
際
に
目
に
す
る
こ
と
は
、

教
職
員
の
指
導
力
の
向
上
に
つ
な
が
る

た
め
、
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
市
営
住
宅
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

◦
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い

て

屋
外
子
局
を
増
設
し
て
は

問
市
民
が
屋
外
で
防
災
行
政
無
線

を
聞
く
た
め
に
設
置
し
て
い
る

屋
外
子
局
、
い
わ
ゆ
る
野
外
の
ス
ピ
ー

カ
ー
は
、
ど
の
よ
う
な
場
所
に
、
ど
の

く
ら
い
設
置
し
て
い
る
の
か
。

答
避
難
所
と
な
る
場
所
や
住
宅
が

密
集
し
て
い
る
所
を
中
心
に
、

市
内
全
体
で
１
１
５
か
所
設
置
し
て
い

る
。問

道
の
駅
季
楽
里
あ
さ
ひ
の
周
辺

に
は
屋
外
子
局
が
な
く
、
気
象

状
況
に
よ
っ
て
は
音
が
聞
こ
え
な
い
場

合
が
あ
る
。
道
の
駅
は
防
災
拠
点
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
屋
外
子
局
を
増
設
し

た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
。

答
新
年
度
に
予
算
計
上
し
て
増
設

す
る
。

も
っ
と
観
光
に
力
を
入
れ
て
は

問
本
市
の
代
表
的
な
観
光
地
で
あ

る
飯
岡
灯
台
だ
が
、
訪
れ
た
方

の
滞
在
時
間
が
短
い
よ
う
に
感
じ
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
行
う
予
定
の
Ｐ
Ｒ
案
を

教
え
て
も
ら
い
た
い
。

答
昨
年
「
恋
す
る
灯
台
」
に
認
定

さ
れ
て
以
降
、
こ
れ
ら
を
中
心

に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
。
今
後
は
記
念
品

を
配
布
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
年
末
ぐ
ら

い
に
は
灯
台
を
中
心
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

す
る
イ
ベ
ン
ト
も
考
え
て
い
る
。

問
本
市
の
海
岸
で
は
観
光
を
対
象

と
し
た
潮
干
狩
り
が
で
き
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
せ
め
て
貝
や
魚
に
直

接
触
れ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
い

か
伺
う
。

答
現
在
、
地
引
網
保
存
会
の
協
力

を
受
け
て
地
引
網
体
験
を
行
っ

て
お
り
、
大
変
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
た
め
、
こ
れ
を
さ
ら
に
県
内
外
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
に
つ
い
て

髙木 寛
議員

平山 清海
議員

矢指ケ浦復興イベントでの地引網体験
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旭
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　
　
米
本
弥
一
郎

副
委
員
長　
遠
藤　
保
明

委　
員　
　
飯
嶋　
正
利

委　
員　
　
平
山　
清
海

編
集
後
記

　
台
風
15
号
、
19
号
、
21
号
に
伴

う
大
雨
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様

に
、
改
め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
わ
が
旭
市
に
お
い
て
も
、
ま
れ

に
み
る
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
毎
年
、
関
東
地

方
ま
た
は
千
葉
県
に
襲
っ
て
く
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
よ
り
強

度
の
あ
る
家
の
構
え
、
農
家
に

と
っ
て
は
、
骨
組
み
の
し
っ
か
り

し
た
ハ
ウ
ス
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
つ
来
る

か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
に
立
ち

向
か
っ
て
い
か
な
く
て
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
心

か
ら
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
の
皆
様
の
ご
尽
力
を
切
に
お

願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
旭
市
民
の
皆
様
、
頑
張
っ
て
乗

り
越
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

（
委
員　
平
山
清
海
）

◦道の駅「季楽里あさひ」
　駅長による概要説明。
◦津波避難施設「日の出山公園」
　総務課による概要説明。
◦旭中央病院
　吉田理事長、野村病院長をはじめ、多くの病院関係者
の方による概要説明。

　視察後は茅野市長、旭市長を交え、茅野市議会議員、
旭市議会議員全員で意見交換をしました。

　姉妹都市としてますます友好が深まったと同時に、さ
まざまな意見交換をすることができ、非常に実りある交
流となりました。

旭のここを視察してもらいました

視察後は全議員で意見交換をしました

　10月29日に姉妹都市の長野県茅野市議会議員の皆さんが本市に訪れました。茅野市議会との姉妹
都市交流は昭和62年から行っており、４年に１度お互いの市を訪ね、交流を深めています。

12月定例会の予定
(12月3日〜12月20日)

いずれも10時から開催予定です。
日程は変更となる場合もありますので、ホーム
ページ等でご確認ください。
本会議の模様は、インターネット中継でもご覧
いただけます。

日 月 火 水 木 金 土
12/1 2 3

開会

4 5 6

議案質疑

7

8 9 10

一般

11

質問

12 13

建設経済
常任委員会

14

15 16

文教福祉
常任委員会

17

総務
常任委員会

18 19 20

閉会

21

茅野市議会議員と意見交換

旭中央病院にて病院の事業概要を説明

千葉県北総地区市議会正副議長会議員研修会

持続可能なまちづくりのために

　10月18日銚子市犬吠埼ホテルで、千葉県北総地区
市議会正副議長会議員研修会が行われ、14名の議員
が参加しました。研修では、一般社団法人SDGs市民
社会ネットワーク業務執行理事の星野智子さんによ
る、「SDGsを理解し、地域の発展に活かすには」をテー
マに、SDGs（持続可能な開発目標）の概要から背景、
各主体の動き、取り組み事例などを学びました。
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